
提出課：

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 10 項 5 目 1

その他 一般財源

350

【補正理由】

年度内に耐震改修を実施・完了するため。 1,400千円

【事業概要】

今年度耐震診断をした結果、耐震基準に満たないため、

年度内に耐震改修を実施し、地震などの災害に備えるもの。

耐震改修 事業費に対する財源：国2/5、県1/5

　1,750千円（1件あたり上限）×4/5×1戸＝1,400,000円

現在２件分の予算を確保

うち１件は、建替のため工事着手済み。

うち１件は、耐震設計まで実施済み。

　　　　　　　 今後耐震改修に向かう見込み。

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補助(充当)率 交付税措置率

2/5 -

1/5 -

55-10-45-5-5 700

60-10-10-5-1 350

社会資本整備総合交付金

震災に強いまちづくり促進事業補助金

4,614

1,329

款-項-目-節-細節 補正額説明名称 補正前の額

　震災に強いまちづくり促進事業補助金

補正理由・事業概要

【補助金】

今回補正額の経費内訳

11,028

総務費 総務管理費

1229

一般管理費

700

今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債
今回補正額

1,400

令和７年第８回臨時会

議案説明資料 総務課

議案番号 令和７年度大山町一般会計補正予算（第7号）121

事業番号 事業名 震災に強いまちづくり促進事業

事
業
の
目
的

耐震診断を実施される住宅及び建築物の所有者
や、耐震改修設計・耐震改修工事・除却を実施さ
れる一戸建て住宅の所有者

根拠法令・要綱等
・大山町震災に強いまちづくり促進事業
補助金交付要綱
・大山町木造住宅耐震診断事業実施要
項

対象
（誰、何に対してか）

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

補正前
県支出金

350

総合計画における位置づけ

29　みんなが地域に気を配り「もしも」に
備えよう

地震などの災害から町民の方の生命・財産を守る
ために住宅・建築物の耐震化を支援する。

「大山町魅力向上の５本柱」
における位置づけ

安心で快適なまちづくり


